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平成２９年４月１日

□ 教育目標
「人間力」と「質の高い学力」を育み、社会に貢献できる人間を育成する。

□ 学校経営方針（中期経営目標）

「真の自己実現にＴＲＹ」をスローガンに、教育目標実現に向けたキャリア教育の推進を継続し、生徒が「伸びる」・生徒を「伸ばす」学校を目指す。
本府「教育振興プラン」及び「学校教育の重点」を踏まえ、学習指導要領に即して創意・工夫した教育課程を編成し、日々の教育活動の充実に努め、希望進路の
実現と、心豊かにたくましく生きる人間の育成を図る。

１ 地域・生徒・保護者に信頼され、「来てかった」「行かせてよかった」学校となれるよう様々な教育活動を展開する。
２ 厳しくも愛情のある粘り強い生徒指導を軸に、生活規律、学習規律を確立し、「自学・自習」の習慣を定着させ、高い希望 進路実現を図る。
３ 部活動を更に活性化をさせ、府・近畿・全国で活躍する部活動を育成する。また、地域諸団体との連携をより一層強化し、地域スポ－ツ及び文化の振興に寄与
する。

□ 本年度学校経営の重点目標（短期経営目標）

１ キャリア教育における取組内容のさらなる充実を図る
２ キャリアコースの３分野について、整備・体系化し、進路との関連性を含め、特色をより明確にする。
３ 総合コースのキャリア教育について新たな取組を検討する。
４ 希望進路実現に向けた具体的取組の充実。
(1)日々の授業を柱として、基礎学力の定着、発展的学力の育成を図る。
(2)一人一人の学習状況を把握し、弱点克服のための取組を勧める。
(3)ＳＨＲや自習スペースの活用等により学習習慣の定着を図る取組を行う。
(4)ＩＣＴを活用した授業に習熟し、「生徒に学力をつける授業」の構築を図る。

５ 生徒指導の更なる充実
(1)家庭と緊密な連携をとり基本的な生活習慣を確立する。
(2)頭髪加工及び身だしなみに係る生徒指導の徹底を行う。
(3)生徒会活動、部活動の充実を図る。

６ 自他の生命と人権を大切にする意識や態度を培う取組を推進する。

□ 前年度の成果と課題

1 学習の基礎・基本を徹底させ学力の向上を充実させたい。
２ 高大連携の充実を図ることができた。また、大学や地域から社会人講師を招いたり、施設 見学するなど、キャリア教育の取組も充実できた。
３ 身だしなみや携帯電話、装飾品については、継続して指導する。化粧については、今年度徹底させたい。遅刻指導については、全校体制で改善に努めたい。
４ 交通安全指導では、自転車安全利用推進員の講習会の実施ができた。今後、どう普及し、交通安全指導に関わるかが課題である。
５ 学校説明会、ホームページ、「東稜だより」の定期的発行等を通じて、情報発信を積極的に行い、中学校や地域社会から本校に対する理解を得られた。
６ 部活動加入率は目標をやや下回った。部活動加入率を高め、より多くの部で一層の活躍を期待したい。
７ 特別支援を必要とする生徒の増加に伴い、その支援の態様を検討したい。
８ 授業公開（授業参観）、研究授業を活用して、授業力の一層の向上を図り、生徒の家庭学習時間の増加や学習力向上を目指した



(別記様式)

平成２９年度 京都府立東稜高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階 ・ 実施段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

「真の自己実現にＴＲＹ」をスローガン 1 学習の基礎・基本を徹底させ学力の向上を １ キャリア教育における取組内容のさらなる充実を図る
に、教育目標実現に向けたキャリア教育の 充実させたい。
推進を継続し、生徒が「伸びる」・生徒を「伸 ２ 高大連携の充実を図ることができた。また、 ２ キャリアコースの３分野について、整備・体系化し、進路との
ばす」学校を目指す。 大学や地域から社会人講師を招いたり、施設 関連性を含め、特色をより明確にする。

見学するなど、キャリア教育の取組も充実で
本府「教育振興プラン」及び「学校教育 きた。 ３ 総合コースのキャリア教育について新たな取組を推進する。

の重点」を踏まえ、学習指導要領に即して ３ 身だしなみや携帯電話、装飾品については、
創意・工夫した教育課程を編成し、日々の 継続して指導する。化粧については、今年度 ４ 希望進路実現に向けた具体的取組の充実。
教育活動の充実に努め、希望進路の実現と、 徹底させたい。遅刻指導については、全校体 (1)日々の授業を柱として、基礎学力の定着、発展的学力の育成を
心豊かにたくましく生きる人間の育成を図 制で改善に努めたい。 図る。
る。 ４ 交通安全指導では、自転車安全利用推進員 (2)一人一人の学習状況を把握し、弱点克服のための取組を勧める。

の講習会の実施ができた。今後、どう普及し、 (3)ＳＨＲや自習スペースの活用等により学習習慣の定着を図る取
１ 地域・生徒・保護者に信頼され、「来て 交通安全指導に関わるかが課題である。 組を行う。
よかった」「行かせてよかった」学校とな ５ 学校説明会、ホームページ、「東稜だより」 (4)ＩＣＴを活用した授業に習熟し、「生徒に学力をつける授業」の
れるよう様々な教育活動を展開する。 の定期的発行等を通じて、情報発信を積極的 構築を図る。

に行い、中学校や地域社会から本校に対する
２ 厳しくも愛情のある粘り強い生徒指導 理解を得られた。 ５ 生徒指導の更なる充実
を軸に、生活規律、学習規律を確立し、「自 ６ 部活動加入率は目標をやや下回った。部活 (1)家庭と緊密な連携をとり基本的な生活習慣を確立する。
学・自習」の習慣を定着させ、高い希望 動加入率を高め、より多くの部で一層の活躍 (2)遅刻指導及び身だしなみに係る生徒指導の徹底を行う。
進路実現を図る。 を期待したい。 (3)生徒会活動、部活動の充実を図る。

７ 特別支援を必要とする生徒の増加に伴い、
３ 部活動を更に活性化をさせ、府・近畿 その支援の態様を検討したい。 ６ 自他の生命と人権を大切にする意識や態度を培う取組を推進す
・全国で活躍する部活動を育成する。ま ８ 授業公開（授業参観）、研究授業を活用し る。
た、地域諸団体との連携をより一層強化 て、授業力の一層の向上を図り、生徒の家庭
し、地域スポ－ツ及び文化の振興に寄与 学習時間の増加や学習力向上を目指したい。
する。



評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題
本校における特色ある教育活動 教職員間での挨拶の励行等を徹底する。また、 ・教職員間での挨拶の励行をさらに推進すると

組織・運営 を、全教職員の共通認識に基づいた 建設的な意見交流をしやすい、明るく活発な職場 Ｂ ともに、明るく活発な職場であるために、日頃
取組に落とし込み、一体感または、 づくりを構築するとともに、学校経営方針の徹底 の声かけや何気ない会話を大切にしたい。
支援する心を持って、援助・推進し と浸透を図る。 Ｂ ・建設的な意見交流ができる職場であるために、
ていける体制づくりに努め、取組体 東稜高校の将来構想に繋げ、さらに取組を充実 情報の共有化や、事前の調整が必要である。各
制の充実を図る。 発展させるために、将来構想検討会議等を有効 Ｂ 分掌間での連絡調整が必要である。

活用し、各種事業の継続と発展を図る。 Ｂ ・キャリアコースの新しく開講するライフマネ
本校の特色ある教育活動に工夫を 次年度以降に向けて、東稜高校の将来構想に繋 ジメントの内容のより具体化と、従来からのあ

加え、また、次年度以降を睨み、地 げ、さらに取組を充実・発展させるために、キャ るキャリアコースの内容の精選と充実が必要で
域や保護者から信頼され、期待され リア教育推進会議、キャリアコース検討会議等を ある。
る東稜高校としての将来構想を具体 積極的に有効活用する。また、各種事業の継続と Ｂ ・各種支援の必要な生徒に対する情報の共有化、
化し発信する。 発展を図る。 Ｂ 対応の徹底は学年部・保健部を中心にして連携

が深まってきた。

東稜高校の将来構想に基づき、各 平成３０年度入学生において、各コースにおけ ・教科主任会議において検討を重ね、平成30年
教育課程の コースに対応した特色ある教育課程 る生徒の興味・関心・進路希望等に対応した特色Ｂ 度入学生教育課程についての各コース特色のあ
編成と実施 を編成する。 ある教育課程を編成する。 Ｂ る教育課程を編成した。平成30年度より１クラ

教育各種会議や関連分掌等と協議を深め、特に ス減少するという点を踏まえ、さらに検討を進
キャリア教育の観点から各コースの特性に合致し Ｂ Ｂ める必要がある。
た特色ある教育課程を編成する。

教育課程の実施状況を点検し、評 平成2８年度、2９年度入学生（１、２年生）に
価・反省に基づく改善を行う。 おける日常の学習状況や進路希望等を分析及び検 Ｂ Ｂ

証する。
授業規律を確保し、授業と家庭学 ベル着の奨励と、始まりのチャイムから終了の Ｂ ・「１年生授業状況調査」の学期毎の実施及び、

学習指導 習習慣を大切にする態度を育成す チャイムまでの50分間の授業を大切にする。 １学年部と連携した指導体制を確立させ、課題
る。 教科・学年・生徒指導等と連携し、授業規律にＡ Ｂ を有する生徒の早期発見と、早期指導を行うこ

課題のある生徒の早期指導に努める。 とができた。併せて「報告カード」の利用推進
朝ＳＨＲ・ＬＨＲを含めた欠課状況を早期に把 により、各授業担当と教務部・学年部の連携を

握し、学年部との情報共有により欠課過多生徒を Ｃ 図った。
減少させる。

基礎学力の向上を目指し、原級留 シラバス及び年間授業計画により、指導目標をＢ ・基礎学力補充を計画的に実施することができ
置・中途退学者を減少させる。 明確にし、その上にたった教科指導を実施する。 Ｂ た。成績不振の生徒の抽出と、漏れのない指導、

基礎・基本の充実及び習得のため、能動的学習 さらには効果的な方法については今後の検討を
や ICT 等を活用した研究授業を通して効果的な指Ｂ Ｂ 要する。
導の方策を研究し実施する。 ・研究授業の活性化について、検討と工夫が必
教科と連携し、基礎学力補充の計画的実施とそ 要である。

の内容の充実を図る。 Ｃ
・アカデミーコースの学力向上については、学

コースに応じた適切な評価によ コース及び科目による統一された評価規準を設 校体制として明確な方向性が打ち出せていない
り、学習意欲の向上及び学力の伸長 定し、評価の情報を共有することで、適正な評価 ＣＣ 現状にあるため、教務的・進路指導的な観点か
を図る。 をする。 ら３年間を見通したプログラムを検討する必要

がある。
土曜授業の円滑な実施に努め、ア 土曜授業の特色を活かした授業を実施し、学ぶ

カデミーコースの学力向上を図る。 意欲と知識を活用しようとする態度を育成する。 Ｂ Ｂ



評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題
部活動、特別活動や体験学習を通 部活動加入率を男子７０％、女子５０％以上に ・全体の部加入率は目標を達成したが、１年生

生徒指導 じて、規範意識を確立させ、積極的 引き上げ、次年度以降を見据えて、中学生や保護 の加入率が本年度は低かった。地域中学との交
特別活動 に社会へ貢献する意欲・態度を養成 者から認知される部活動へと活性化を図り、内容 流のさらなる強化が必要。

する。 を広報するとともに競技力の向上を図る。また、 Ｂ ・本年度からボランティアについては増加単位
地域中学校との交流をさらに強化し、地域密着型 認定されることになった。多様なボランティア
の部活動としてのあり方を検討し、発信する。 に生徒が積極的に参加し地域貢献する意欲と態
地域や各関係機関主催の各種行事に生徒会やキＢ Ｂ 度を養うことができた。しかし、参加生徒は一

ャリア系クラスを中心に積極的に参加させる。 部の生徒のため全校的な取り組みとして展開す
各種ボランティア活動により一層、積極的に参 ることができなかった。

加する生徒の育成を目指し、全校的な取組みへと Ｂ
展開する。

基本的生活習慣の確立を図り、規 立門指導、校内・校外巡回指導や身だしなみ指 Ｂ ・本年度から遅刻指導方法が変更され、段階指
範意識を育成する。 導の効率化と効果向上を図る。「東稜ハイスクー Ｂ 導を行うことで学年との連携が密にとれるよう

ル・ハンドブック」の活用と実践を充実させる。 になった。しかし、この段階指導が遅刻者減に
駐輪・交通安全指導週間や遅刻指導を通じて、 Ｂ つながっているとは言い切れない。基本的生活

登下校時の自転車通学におけるマナーの向上や授Ｂ 習慣を確立させるための呼びかけの工夫が必要。
業規律の確保、基本的生活習慣の確立を図る。 委員会やボランティア参加では、ハンドブック
学年部との連携のうえ、各学年生徒の特徴を把 の活用が実践された。それ以外でもハンドブッ

握するとともに学年アッセンブリー等を活用しＢ Ｂ クの活用できる工夫が必要。
て、タイミングを逸しない指導（啓発・呼びかけ
等）を徹底する。

深い信頼関係に基づく人間関係を 生徒会活動に助言・指導・支援をして各種委員Ｂ ・本年度も生徒会が中心となり委員会活動を積
育成し、明るく他者を思いやれる望 会を積極的に活動させ、質の向上を図る。 極的に活動させることができた。文化祭、体育
ましい集団を構築させる。 新入生歓迎会、文化祭、体育祭、生徒総会等の 祭でも各種委員会が動き充実を図ることができ

一層の内容の充実と企画提示を図る。 Ｂ Ｂ た。
生徒の３年間を見通した進路指導 計画的に説明会、見学会、体験学習等を実施し、Ｂ ・学年部の協力を得て各種進路行事を実施する

進路指導 ・進路学習を行う。 進路意識の向上を図る。 ことができた。3年間を見通した進路 LHR 計画
あらゆる機会を捉えて、生徒の人間力、将来のＢ Ｂ を作成し、必要な情報提供や決定するべき事項

社会人としてのマナーの向上を図る。 を確認した。学年部との協議により尚一層の改
就職希望者への指導の一層の充実 就職対策講座の充実を図るとともに、社会常識Ｂ 善を図る必要がある。

を図る。 を身につける指導の徹底を図る。 Ｂ Ｂ ・就職講座は保護者、学年部との連携を図り一
企業訪問等を積極的に行う。 Ｂ 定の成果が見られたが、内定後の指導（特に成

進学希望者へのきめの細かい指導 実力テスト等の事前事後指導を充実させ、教科 Ｂ 績面）を充実させる必要がある。
の一層の充実を図る。 ・学年と連携し、分析を学習指導に役立てる。 ・進学では、指定校推薦で2学期以降の成績下

進路補習、学習合宿等を行い、学力の伸長を図 降となる生徒が出た。学年部、保護者との尚一
る。 Ａ Ｂ 層の連携が必要である。

・学習合宿は、多方面からの協力を得て実りの
多いものとなった。

あらゆる教育活動を通して、基本 学校や地域の実態に即した人権教育推進計画を ・学校の実態に即した人権学習が取り組めた一
人権教育 的人権を尊重する精神の涵養を図 年度当初に策定し、全校で推進する。また計画のＢ Ｂ 方で、地域の実態に即した人権学習に取り組む

る。 実施状況を点検、評価を常時行い、改善を図りな 必要がある。
がらの実践を推進する。

自己と他者を尊重する豊かな感性 人権教育会議を開催し人権学習や講演会の企画 Ｂ ・年度当初に教科（地歴・公民）を通じての人
を育み、実践できる態度を育成する。 ・立案を行い、関係分掌、教科、当該学年と連携Ｂ 権啓発の計画を策定し、授業内で取り組むこと

・協議して実施する。 ができた。
特別活動に限らず、学習活動を通しての人権啓 Ｂ

発、また、学校行事や部活動を通じて、他者への Ａ
理解、尊重する態度の醸成に努める。



評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題
交通安全や薬物に対しての正しい １年生対象に「薬物乱用防止講演会」「非行防 Ｂ ・交通安全については、山科署、醍醐十校区自

健康・安全 知識と理解を深め、規範意識の向上 止講演会」「情報モラル教育」を実施する。 治連合会、PTA と連携し登下校時の交通安全指
教育 と道徳観を育成する。 山科署交通安全課、醍醐十校区自治連合会、Ｐ 導を推進した。しかし、本年度は自転車による

ＴＡとの連携を密にし、登下校時の交通安全指導Ｂ 事故が多く起こった。今後は生徒への自転車走
（特に自転車走行のルール遵守）を推進する。 Ｂ Ｂ 行についての指導の徹底が必要。
通学別に自転車危険箇所通学生徒対象に事前指 ・薬物、情報モラルの講演を１年生対象で実施。

導を徹底して、安全走行マナーの習得を推進する。 薬物についてスマホの使用について正しい知識
Ｂ と理解を深めることができた。

支援を必要とする生徒に対する情 教育支援会議で生徒の情報を掌握し、職員会議 Ｂ ・教育支援会議は、４回実施し各分掌・担任団
報を教職員が共有し、協力して具体 などで共有する。 代表、新規該当生徒の担任により一人ひとりの
的な支援ができる体制を作る。 教職員によるチームや外部機関との連携によっＢ 状況把握に努めている。また、特定の生徒につ

て、個々の生徒に応じた支援をする。 Ｂ Ｂ いては関係諸機関と連携し対応している。
教育相談や特別支援についての理解を啓発す Ｃ ・養護教諭やスクールカウンセラーが対応して

る。 生徒の具体的な相談に関わる中で、様々な対処
生徒が自分自身の身体や心につい 性や社会的スキルに関する知識を持ち、実際にＢ 方法を指導している。

ての理解を深め、自己管理できる能 対応できる力を身につけさせる。 ・保健委員会は、年度当初の検診や文化祭で肺
力をつけられるよう働きかける。 講演会だけでなく、保健だよりや掲示物を通じＢ 活量とジュースの糖度測定に取り組んだ。美化

て、生徒の意識を啓発する。 Ｂ Ｂ 委員会は、文化祭で花壇を作りオープンカット
相談や支援を必要とする生徒に対して個別に粘 Ａ のステージ前に設置しパフォーマンスに彩りを

り強く指導する。 与えた。また、ゴミの分別に向けてゴミ箱の設
委員会活動を充実させ、生徒が自主的に取り組Ａ 置や分別に励んでいる。

む仕掛けを作る。
図書館の魅力ある環境づくりに努 「おはよう読書」週間、読書週間、東稜祭などＢ 生徒主体の委員会活動を推進すべく努力を重

学校図書館 め、来館生徒数の増加を図る の機会に各種イベントを開催する。 ねているが、目立った成果は挙げられていない。
学校図書館としての機能をより充実させ、利用 Ｂ 努力を続けていきたい。

者の利便向上に努める。 Ｂ おはよう読書は、本校の特色として定着した
「おはよう読書」活動の周知啓発に努め、本当Ｂ 観はあるものの、生徒の読書意欲喚起に関して

の特色的活動として充実を図る。 Ｂ は一定の課題を残している。
図書委員会活動の活性化に努める。 Ｂ 視聴覚機器の更新については計画的に進めて

情報分野の環境整備を進める。 時代に即応した視聴覚機器の更新・充実を図Ｃ Ｃ いきたい。
る。 団体鑑賞については生徒諸君からも一定の評

芸術文化教育を推進する 第３学年を対象に「芸術文化団体鑑賞」を実施 価を得ている。
し、演劇活動への興味関心を高める。 Ｂ Ｂ

学習環境 学習環境や生活環境を整え、生徒 日常の清掃活動に取む意識を高める。 Ａ ・考査前の２週間を美化週間、終業日前の約１
安全管理 の美化・衛生意識を向上させる。 委員会活動を通じて美化・衛生への意識を高め 週間を衛生週間とし、美化委員会の意思向上に

る。 Ａ Ａ Ａ 繋げ、全校生の意識向上を目指している。



評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題
安心・安全で教育効果向上に繋が 教職員の連携と施設巡回を徹底することによ ・施設の老朽化に伴う改修や破損箇所の修繕等、

施設・設備 る施設・設備環境の維持・管理に努 り、破損箇所や危険箇所の早期発見・早期改修が 限られた予算の中、各分掌と連携し早期対応を
管理 める。 可能な体制を推進する。効率的に予算を執行する Ｂ Ｂ Ｂ 心がけた。

ことにより教育環境の一層の改善を目指す。 ・学校予算の執行については、各教科並びに分
掌のヒアリングを実施し、効果的な配分と執行
を目指している。

適正な文書管理による情報管理体 紙媒体文書の適切な保管・廃棄や個人情報を含 ・保存年限が超過した校内文書の確実な廃棄を
情報・文書 制を推進する。 む電子データの適正な管理を徹底し、確実な情報 Ｂ Ｂ Ｂ 行い、校内データの管理についても教職員の意
管理 管理体制を確保する。 識のさらなる徹底を図った。

修（就）学機会保障のための支援 生徒の学ぶ機会を保障するための支援策を漏れ ・就学支援金の受給が多く、進学希望者の半数
修（就）学 策を充実させ、保護者への情報提供 なく周知することにより、在学中や卒業後の経済 Ｂ Ｂ Ｂ 以上が大学予約奨学金を希望する状況の下、各
支援 を促進する。 的不安を軽減し、希望進路の実現を援助する。 種修（就）学に関する支援の広報と援助ができ

た。
開かれた学校を目指し、活発な広 東稜だより、学校案内パンフレット、ポスター ・学校案内パンフレットを、京都市乙訓地域の

家庭・地域 報活動や情報発信を行うとともに、 及び学校説明会等の内容を充実させるとともに、 公立中学校すべてに配布。特に今年度は山科区、
社会との連携 本校の特色ある様々な教育活動と未 積極的な中学校訪問を通して本校の魅力をアピー Ａ 伏見区に加え東山区の公立中学校に直接手渡し、

来像を発信するための企 ルすることにより、生徒に選ばれる学校としての 中高の連携を図っている。
画を充実させる。 広報を強化する。 Ａ ・山科中学校を除く山醍地域９中学校において

進路説明会を実施。
ホームページやお知らせメールを積極的に活用 ・第２回学校説明会ではキャリアコースに特化

し、保護者や地域への情報発信を行うともに、そ した内容に変更し、生徒の発表も好評であった。
の内容を、各分掌、教科等と連携を図りながら着 Ｂ
実に進めていく。 ・タイムリーな情報発信に心がけるとともに、

ＰＴＡ活動と連携を図り円滑な運 組織的な活動に努めることで、本部役員と常任 今年度はお知らせメールで、週ごとに「当面の
営に寄与する。 委員及び学校との連携密にし、各種活動を通して Ａ お知らせ」として学校行事等の情報発信や、そ

保護者及び教職員間の交流を図り、開かれたＰＴ の他の情報提供を行っている。お知らせメール
Ａ活動を実施する。 の登録者が302件にとどまっており、登録者の

拡大が課題である。

Ａ Ａ ・ＰＴＡでは役員への速やかな情報提供、組織
的な運営に努めている。社会見学では定員を超
える希望者があった。生徒を通じた各家庭への
連絡は、専用封筒を使用することで、確実に連
絡が届くよう工夫をしている。

地域に信頼される学校として、各 地域との交流を積極的、継続的に実践し、「人 ・本年度も多様なボランティアに生徒が積極的
種の地域行事、関連行事などへの積 間力」を育むキャリア教育の一翼を担う。また、 に参加し地域との交流を深めることができた。
極的な参加を推進する。 ボランティア活動など、地域への貢献・地域に寄 ・参加生徒は決まった一部の生徒のため、ボラ

与する学校としての取組を充実させる。 ンティア活動の地域交流を学校全体の取り組み
Ｂ Ｂ Ｂ として広めていくことが課題。



評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題
【第１学年】 時間とルールを守り、言葉遣いや身だしなみなＢ ・学年単位で集合する際には、おおむね良好な

学 年 高校生としての自覚と目標を持 どを整え、基本的生活習慣を確立させる。 身だしなみで時間も守れるが、日々の授業では
ち、落ち着いた学校生活を送らせる。 学習環境の整備、学習習慣の確立を図り、基礎 若干の不徹底が見受けられる。
また、学年、学級指導を計画的に 学力を向上させる。実力診断テスト等の結果を振 Ｂ ・各考査前に家庭学習における課題を見つけ、

行い、自己と他者の関わりを大切に り返り、その後の学習の指針とする。 今後の展望を見つける取組を実施しているが、
し、互いに協力し合って高め合える 学級活動や面談を通して、進路意識を育み、目Ｂ Ｂ Ｂ まだまだ定着しているしているとは言い難い。
学年づくりを目指す。 的意識を持って授業や部活動に取り組ませる。 ・教務部、各教科担当と連携し、学年全体の教

研修旅行などの学年全体での取組を通して、 科担当者会議を実施する中で第１学年生徒の状
思いやり」の心を行動に繫げ、互いの個性を尊重 況の把握、改善に努めている。しかしながら、
して協力し合える集団づくりを目指す。 Ｂ 学習意欲の低い生徒、学習成果の上がらない生

徒が多数おり、引き続き、保護者との連絡も密
にとり、きめ細かく指導に当たりたい。

【第２学年】 時間とルールを守る等、基本的生活習慣のさらＢ ・今年度から始まった遅刻指導方法が生徒らに
中心学年としての自覚と責任感を なる定着を目指す。 定着し、よい効果が出ていると思われる。今後

備えた高校生活を送らせる。学校生 進路学習や面談、外部機関との連携等を通して、Ａ は繰り返し指導を受けても改善が見られない生
活において、協力し合い、個性を生 具体的な進路目標を確立させる。 徒の対応が課題である。
かした活躍ができる学年づくりを目 進路目標を見据えた上で、授業や自宅学習に真 ・夏季休業中にオープンキャンパスに積極的に
指す。進路指導の確立に向けて個に 剣に取り組む姿勢を定着させる。模試や進路補習 Ｂ Ｂ Ｂ 参加する生徒が多く、少しずつ進路実現に向け
応じた計画的な指導をする。 等を通して、学年全体で切磋琢磨できる環境を整 て動きだしている。

える。 ・考査前の学習時間チェックを継続して実施し
学校行事を通して、主体性と協調性を培い、本 ているが、学習意欲は低調である。進路目標を

校の中心的学年としての責任感を養う。 Ａ 明確にしていく過程で学習意欲が高まるよう指
導したい。
・文化祭ではクラス発表の準備を通じて、一体
感や協調性を高めることができた。また各行事
では準備や運営にも携わり、責任をもって実行
することができた。

【第３学年】 生徒一人ひとりの進路希望に応じた細やかな支Ａ ・早期に具体的な進路目標を定めることができ
各自の希望進路の実現に向けて、 援を実現する。 た生徒が多く、一学期から進路実現に向けて全

学習・生活・学校行事等、さまざま 学年全体が一体感を持ち、切磋琢磨し合いなが 体的に動き出すことができた。また、夏季休業
な場面で責任感を持って行動する習 ら、進路実現に向けて邁進するために、進学補習Ｂ 中から文化祭準備に熱心に取り組むクラスが多
慣を持たせ、社会へ出るための心構 や就職講座、自学自習の指導などを徹底する。 Ｂ Ｂ く、互いに高め合うことができた。しかし、苦
えを作り、充実した高校生活を送ら 最高学年として、社会に出るにあたってのルー 手科目やその授業に対して、克服しようという
せる。 ルやマナーを徹底して身に付け、学習以外でも何Ｂ 学習意欲は高まらず、一部生徒には授業軽視と

事にも一生懸命に取り組む姿勢を育て、主体性や 見られる言動や欠席過多が目立つため、全体と
コミュニケーション能力を伸長する。 個別での指導の継続が必要である。


